
　
大
地
震
に
備
え
、
自
宅
の
耐
震
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
、
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進

す
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場
合
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
補
助
を
受
け
る
に
は
、
耐
震

診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
を
実
施

す
る
前
に
、
申
請
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

対
象
住
宅
／
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築（
着
工
）さ
れ
た
、
市
内
に

あ
る
木
造
一
戸
建
て
住
宅
ま
た
は
併

用
住
宅

対
象
者
／
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
住

宅
を
所
有
し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る

人補
助
金
額
／
●
耐
震
診
断
に
要
し
た

費
用
の
２
分
の
１
以
内
と
し
４
０
、

０
０
０
円
ま
で　
●
耐
震
改
修
工
事

に
要
し
た
費
用
の
３
分
の
１
以
内
と

し
４
０
０
、
０
０
０
円
ま
で

※
補
助
金
の
交
付
は
、
補
助
対
象
住

宅
１
棟
に
つ
き
１
回
。

実
施
し
て
い
ま
す
。
被
災
者
住
宅
再

建
資
金
利
子
補
給
制
度

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
ま
た
は

そ
の
親
族
が
、
市
内
で
被
災
住
宅
に

代
わ
る
住
宅
を
建
設
・
購
入
、
被
災

住
宅
の
補
修
な
ど
を
行
う
た
め
に
、

資
金
を
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
た

場
合
、
１
０
０
万
円
以
上
５
０
０
万

円
以
下
の
部
分
の
利
子
に
つ
い
て
、

一
部
を
市
が
補
助
し
ま
す
。

利
子
補
給
率
／
年
２
・
０
％（
融
資

金
利
が
２
・
０
％
未
満
の
場
合
は
そ

の
金
利
）

利
子
補
給
期
間
／
５
年
間

問
都
市
整
備
課
建
築
班（
☎
62
‐

５
８
９
５
）

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
の

測
定
結
果

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
環
境
に

対
す
る
影
響
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か

ら
、
市
で
は
毎
年
、
環
境
中
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類（
コ
プ
ラ
ナ
ー
Ｐ
Ｃ
Ｂ

を
含
む
）の
濃
度
を
把
握
す
る
た
め
、

大
気
、
水
質
お
よ
び
土
壌
の
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
の

調
査
結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
大
気
の
調
査
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
と

飯
岡
支
所
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
年

２
回（
７
月
と
１
月
に
１
週
間
）、
水

質
の
調
査
は
新
川（
干
潟
大
橋
）に
お

い
て
年
１
回（
８
月
）、
土
壌
の
調
査

は
中
央
児
童
公
園
に
お
い
て
年
１
回

（
２
月
）行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

い
ず
れ
の
調
査
に
お
い
て
も
環
境
基

準
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
大
気
の
調
査
を
浄
化

住
ま
い
の
耐
震
性
は
大
丈
夫
？

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
工

事
の
費
用
を
一
部
補
助

く
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ワイド

災害復旧費として　
長後地区自治会連合会／20万円、柏西ロータリーク
ラブ／20万円、笑み染め塾＆コラボ／10万8,000円、
ＮＰＯ法人生活サポートグループぱれっと／20万円

災害復旧・復興費として
「とどけ歌声 被災地へ！ＰＡＲＴⅢ」実行委員会／65
万円、岡野昭二／15万円

旭市学校給食センターの学校給食賄い材料として
株式会社千葉県食肉公社／豚肉273kg（24万5,000円
相当）

まんざい保育所および古城保育所の管理用備品および
教材用備品として　
干潟ライオンズクラブ／ホワイトボード２台、案内板
１台、かるた一式、体操リング２台、サッカーボール
５個、ドッジボール４個（10万円相当）

東日本大震災で被災した横根地先市有保安林の植樹木
として　
銚子商工信用組合信友会／クロマツ・マサキ・トベラ
苗木計1,100本および植樹作業（40万円相当）

市政発展のため　
岡部浩二／10万円

議会に報告された寄付
※順不同、敬称略

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
干
潟
支
所
で
、
水

質
お
よ
び
土
壌
の
調
査
は
前
年
と
同

じ
地
点
で
行
う
予
定
で
す
。
な
お
県

で
も
、
水
質
の
調
査（
干
潟
大
橋
・

駒
込
堰せ

き

）を
行
う
予
定
で
す
。

問
環
境
課
環
境
政
策
班（
☎
62
‐
５

３
２
８
）

※pg -TEQ（ピコグラム－ＴＥＱ）：ピコグラムとは１兆分の１グラムのことです。

調査項目 調査地点 調査日 調査結果 年平均値 基準値 単位

大気

浄化センター
平成24年７月25日〜８月１日 0.023

0.043

0.6 pg-TEQ ／m3
平成25年１月29日〜２月５日 0.063

飯岡支所
平成24年７月25日〜８月１日 0.0095

0.023
平成25年１月29日〜２月５日 0.037

水質 新川（干潟大橋） 平成24年８月17日 0.20 1.0 pg-TEQ ／ℓ

土壌 中央児童公園 平成25年２月５日 1.7 1000 pg-TEQ ／ｇ

平成24年度　ダイオキシン類環境調査測定結果

問
…
問
い
合
わ
せ

…
申
し
込
み
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犯
罪
の
な
い
町
を
目
指
し
て

７
月
１
日
は

「
旭
市
防
犯
デ
ー
」で
す

　
市
で
は
、
毎
年
７
月
１
日
を
「
旭

市
防
犯
デ
ー
」
と
定
め
、
７
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を
防
犯
週

間
と
し
て
い
ま
す
。

　
防
犯
週
間
で
は
、
警
察
や
防
犯
関

係
団
体
な
ど
と
協
力
し
て
、
さ
ら
な

る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
活
動
を
行
い
、

地
域
の
安
全
と
市
民
の
防
犯
意
識
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

も
こ
れ
を
機
会
に
、
一
人
一
人
が
防

犯
意
識
を
持
ち
、
犯
罪
の
起
こ
り
に

く
い
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
課
地
域
安
全
班（
☎
62
‐
５

３
１
１
）

一
緒
に
歌
っ
て
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か

第
８
回「
旭
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
」参
加
者
募
集

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
参

加
で
き
る
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。

本
年
度
は
プ
ロ
の
演
出
家
に
よ
る
指

導
の
下
、
来
年
度
の
公
演
に
向
け
て
、

ダ
ン
ス
や
演
技
を
練
習
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

小
学
校
３
年
生
以
上
で
、
歌
や
ダ
ン

ス
、
演
技
が
好
き
な
人

脚
本
・
演
出
／
大
川
義
行
先
生（
劇

団
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
主
宰
）

定
員
／
50
人

費
用
／
無
料

締
め
切
り
／
７
月
31
日
（水）

応
募
方
法
／
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
提
出（
郵
送
可
）。

※
申
込
用
紙
は
、
生
涯
学
習
課
、
青

年
の
家
、
市
民
会
館
、
第
二
市
民

会
館
、
海
上
公
民
館
、
い
い
お
か

ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
、
干
潟
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。　

結
団
式
／
10
月
12
日
（土）　
市
民
会
館

３
階
ホ
ー
ル

練
習
日
程
／
10
月
17
日
（木）
か
ら
の
隔

週
木
曜
日　
午
後
６
時
〜
８
時
50
分

※
臨
時
の
稽
古
も
あ
り
。

練
習
場
所
／
市
民
会
館
３
階
ホ
ー
ル

問
〒
２
８
９
‐
２
６
９
２　
旭
市

高
生
１　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
班

（
☎
55
‐
５
７
２
８
）

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

医療安全への取り組みに協力・理解を
　当院では医療スタッフだけでなく、患者さんや家族の
皆さんにも医療と看護に参加してもらうことで、安心・
安全な医療の提供を推進しています。一例を紹介します
が、分からないことなどは遠慮せず聞いてください。
一例として……
●患者さんの誤認を防ぐために、検査や投薬時などに名
前の確認をしています。点滴ボトルや内服薬などに、
自分の名前が記載されているか確認してください。

●処置や検査、手術などの前に、病気の部位が左右のど
ちらかを知らせてください。

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

「健康づくり出前講座」を実施しています
　本年度より「健康づくり出前講座」を開始しました。当
院の医師や看護師などが地域に出向き、健康維持や病気
予防などについて分かりやすく解説します。10人以上
のグループが対象で、講師料や参加費は無料です。
　講座内容は「メタボリックシンドロームについて」「生
活習慣病と心血管疾患の関係」「インフルエンザと胃腸炎
の予防法」「糖尿病の食事療法」など、さまざま。30種類
以上ある中から選ぶことができます。ぜひ活用してみて
ください。
　申し込み・くわしい内容は市民生活課（☎62-5396）
まで。最新情報は市または病院ホームページで確認でき
ます。

軽快なステップ！

患者さんの
協力も必要
だね

安全な医療
には

　夏の交通安全運動を７月20日（土）〜31日（水）まで
実施します。
　夏休みに入った子どもたちの開放感から起こる事故
や、夏の行楽シーズンに伴う交通量の増加などによる
事故の発生が懸念されます。交通ルールの遵守と正し
い交通マナーを実践し、交通事故を防止しましょう。
運動の重点目標
　１．子どもと高齢者の交通事故防止
　２．自転車の安全利用の推進
　３．�全ての座席のシートベルトとチャイルドシート

の正しい着用の徹底
　４．飲酒運転の根絶
問市民生活課市民生活支援班（☎62-5396）

夏の交通安全運動
実施

だいじだね　おさきにどうぞの　おもいやり
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